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近年の道後温泉宿の選好要因分析
立 田 浩 之
ま え が き
最近温泉はさまざまな意味で着目されてきている。
健康と温泉フォーラム実行委員会理事でかつオオバ環境開発デザイン研究所
の中田裕久氏は最近の温泉地利用客の動向を分析した論文［１］の冒頭に，温
泉地についての検討課題の次の４つを提示している。第１は利用客や社会的ト
レンドをどう把握するか。第２に利用客に対してどのような客とサービスを提
供するか。第３に利用客の動向に沿った温泉地環境や施設環境をどう考える
か。第４は誘客，サービス提供，温泉地環境や施設環境の改善を図るための組
織や運営体制をどうするか。またこれら４つの課題は相互に関連しており，温
泉地の持つ地域資源により異なる［２］という。
ここでは社会的なトレンドや利用客の動向を外在的にではなく，温泉地の
側，とりわけ温泉旅館やホテル（これを温泉宿とする）の側から内在的に検討
していく。すなわち温泉宿が客観的に客の動向や要望を把握し，しかも経営主
体としての諸課題をまず認識することが必要であろう。上述の４つの一般的な
課題が各温泉地でどのように現れ具体的にどのように対応するかが検討される
必要がある。そのために宿を選ぶ利用客の意識調査のデータを分析して検討す
る。まず必要なことは現状把握を温泉に宿泊する客に語らせ，客が何を求めて
いるかという温泉宿のマーケティング・リサーチなのである。
近年の道後温泉客の宿選択行動の分析を通して，道後温泉客の選好を考察し
てみよう。かつマーケティング・リサーチは従来から多用されている統計的方
法とは異なる方法［３］を用いる。この方法で従来の消費者行動研究にも見ら
れない新概念を使うので予め述べておこう。
求める量はまず道後温泉宿への客の関心の度合である。関心度１）と呼ぶ事に
する。関心度は温泉宿の認知度の大きさであり，または温泉宿の魅力の大きさ
を表現し，結局は温泉地や温泉宿の広告宣伝や経営努力の成果や，客による評
価にもなるであろう。
宿泊客による温泉宿評価の構造は温泉宿選好の構造２）といってもよい［４］。
関心の構造は温泉客の顕在的な要求（Needs）３）だけでなく，潜在的な要求
（Wants）４）から構成されて，客のニーズとウオンツの両面から要求を立体的に
明らかにするのである。この論文の中では優先度５）をニーズとして，また重要
度６）をウオンツとして表現している。
またこれらは関心度の内実を要素と数値で示し，現状の問題点や課題を明示
するであろう。
即ち，道後温泉宿の抱える経営課題やマーケティングの問題点が明瞭になる
かもしれない。
１９９２年と１９９８年の２時点の調査データを使用してこの間の宿選好構造の変
化も分析する。
１．調査と分析の方法
道後温泉への訪問客はどの程度の関心を道後温泉宿に持っているか，また何
を基準として，旅館やホテルを選んでいるのか，その大きさはいくらかを，来
訪客から収集したアンケート結果を分析して，詳細に分析する。そのために，
客が宿を選択する際に次のような項目をアンケートから採用することにした。
１９９２年の調査項目は左で，１９９８年の項目は右のようである。７）
１６０ 松山大学論集 第１６巻 第４号
１ 温泉 １ 宿泊料金
２ 建物外観 ２ 本館までの距離
３ 宿泊料金 ３ 施設の建築年数
４ 旅館設備 ４ 料理の内容
５ サービス ５ サービス
６ 食事 ６ 浴衣趣味
７ 交通の便 ７ 宿の知名度
８ ショウあり ８ 露天風呂の有無
９ 遍路道沿い
１０ 情緒
１１ 知名度
・「温泉」とは温泉ありである。特に露天風呂の存在を客は期待する。
・「サービス」とは個々の温泉宿の提供するサービスに限っている。
・「交通の便」とは温泉宿までのそれやマイカーやバスの駐車場と温泉宿の
距離をさしている。
・１９９２年頃駐車場問題が話題となり，観光港や JR駅からのアクセスは問題
にならなかった。
・「ショウあり」は温泉地が提供する見世物的な劇場の提供する演出物の有
無をいう。明治期以後香川県の塩江温泉には“四国の宝塚”があり，多く
の温泉客を魅了した例がある。
・「遍路道沿い」は遍路巡回路と温泉宿との距離をさしている。
・「情緒」は温泉宿が個別に温泉客に提供する場合も含まれる。
・「本館までの距離」とは道後の魅力の源である道後本館までの距離である。
・「建物の建築年数」は宿の建物の古さや新しさを意味する。
・「浴衣趣味」は温泉情緒を醸成する要素で，各宿で可能な経営努力の１つ
である。温泉宿が外風呂や散歩する客に浴衣を貸与することが流行し始め
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た。
１９９２年調査項目は上左の１１個あったが，分析の結果選択要因として小さい
項目は１９９８年調査では除外したり，より具体的な名称に変更したりした。
１９９８年調査の場合，これら８個の項目について２個ずつで一対比較し，「宿
を選択する際にどちらを優先しますか」という質問を温泉客にして，その回答
を求める。そのアンケートの質問項目９個について２８個の質問は次の通りで
ある。回答者は各項目の左右のどちらかにチェックを入れる。
１ 宿泊料金 □ □ 本館距離 １５ 施設年数 □ □ サービス
２ 宿泊料金 □ □ 施設年数 １６ 施設年数 □ □ 浴衣趣味
３ 宿泊料金 □ □ 料理内容 １７ 施設年数 □ □ 知名度
４ 宿泊料金 □ □ サービス １８ 施設年数 □ □ 露天風呂
５ 宿泊料金 □ □ 浴衣趣味 １９ 料理内容 □ □ サービス
６ 宿泊料金 □ □ 知名度 ２０ 料理内容 □ □ 浴衣趣味
７ 宿泊料金 □ □ 露天風呂 ２１ 料理内容 □ □ 知名度
８ 本館距離 □ □ 施設年数 ２２ 料理内容 □ □ 露天風呂
９ 本館距離 □ □ 料理内容 ２３ サービス □ □ 浴衣趣味
１０ 本館距離 □ □ サービス ２４ サービス □ □ 知名度
１１ 本館距離 □ □ 浴衣趣味 ２５ サービス □ □ 露天風呂
１２ 本館距離 □ □ 知名度 ２６ 浴衣趣味 □ □ 知名度
１３ 本館距離 □ □ 露天風呂 ２７ 浴衣趣味 □ □ 露天風呂
１４ 施設年数 □ □ 料理内容 ２８ 知名度 □ □ 露天風呂
これを DEMATEL分析により処理する。この部分は省略するので参考文献
［３］を参照されたい。
１６２ 松山大学論集 第１６巻 第４号
２．DEMATEL 分析の結果と全体の考察
２－１．DEMATEL の処理結果
まず全体についての入力データは，表１の通りである。サンプル数は９２年
は１００，９８年は１９８である。
これから得られる直接行列は次のようである。
温泉 建物 料金 設備 サビ 食事 交通 ショウ 遍路 情緒 知名
１ 温 泉 ０ ７７ ４２ ６６ ６２ ５７ ５６ ８３ ７７ ２７ ５４
２ 建 物 外 観 ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ７ ６ ０ ６
３ 宿 泊 料 金 ４１ ６３ ０ １２ １０ ８ ２１ ５０ ４３ １３ ４６
４ 旅 館 設 備 １０ ２１ １８ ０ ４ ２ ５ ２４ １５ ６ ２２
５ サ ー ビ ス ４ ２２ １９ ２０ ０ ３ ４ ２１ ３ １ １７
６ 食 事 ２５ ５８ ４２ ５８ ３９ ０ ３１ ５６ ４６ １２ ５０
７ 交 通 の 便 ７ １６ １３ １７ ２０ １０ ０ ２１ １４ ３ １９
８ ショウあり ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
９ 遍路道沿い ４ １７ ８ １３ １５ １３ １２ ２４ ０ ２ １７
１０ 情 緒 １８ ３７ ３４ ３６ ３６ ３１ ３６ ３８ ３５ ０ ２９
１１ 知 名 度 １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ０
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１ 宿 泊 料 金 ０ １２６ ９６ ５４ ８２ １４３ １１８ ６９
２ 本 館 距 離 ７２ ０ ８５ ５２ ６６ １３３ １００ ６９
３ 施 設 年 数 １０２ １１３ ０ ３５ ６１ １３０ １１４ ５７
４ 料 理 内 容 １４４ １４６ １６３ ０ １６１ １７４ １５８ １２３
５ サ ー ビ ス １１６ １３２ １３７ ３７ ０ １６２ １４９ ８９
６ 浴 衣 趣 味 ５５ ６５ ６８ ３４ ３６ ０ ６９ ２５
７ 知 名 度 ８０ ９８ ８４ ４０ ４９ １２９ ０ ５４
８ 露 天 風 呂 １２９ １２９ １４１ ７５ １０９ １７３ １４４ ０
表１－１ ９２年 入力データ 道後温泉全体 s＝１００
表１－２ ９８年 入力データ 道後温泉全体 s＝１９８
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １６３
考察の中心となるニーズとウオンツ，関心度は表３になり，対応するダイグ
ラフは図３である（考察を簡略化するために直接行列から得られる矢線は作図
から除いた）。
２－２．道後温泉客全体に関する分析
表３－１は１９９２年に道後温泉の宿泊客全体１００人から得たデータを分析し
温泉 建物 料金 設備 サビ 食事 交通 ショウ 遍路 情緒 知名
１ 温 泉 ０ ０．１２８ ０．０７ ０．１１ ０．１ ０．０９４８４ ０．０９３ ０．１３８ ０．１２８１ ０．０４ ０．０９
２ 建 物 外 観 ０．００３ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００２ ０．０１２ ０．０１ ０ ０．０１
３ 宿 泊 料 金 ０．０６８ ０．１０５ ０ ０．０２ ０．０２ ０．０１３３１ ０．０３５ ０．０８３ ０．０７１５ ０．０２ ０．０７７
４ 旅 館 設 備 ０．０１７ ０．０３５ ０．０３ ０ ０．０１ ０．００３３３ ０．００８ ０．０４ ０．０２５ ０．０１ ０．０３７
５ サ ー ビ ス ０．００７ ０．０３７ ０．０３２ ０．０３３ ０ ０．００４９９ ０．００７ ０．０３５ ０．００５ ０ ０．０２８
６ 食 事 ０．０４２ ０．０９７ ０．０７ ０．０９７ ０．０６ ０ ０．０５２ ０．０９３ ０．０７６５ ０．０２ ０．０８３
７ 交 通 の 便 ０．０１２ ０．０２７ ０．０２２ ０．０２８ ０．０３ ０．０１６６４ ０ ０．０３５ ０．０２３３ ０ ０．０３２
８ ショウあり ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
９ 遍路道沿い ０．００７ ０．０２８ ０．０１３ ０．０２２ ０．０２ ０．０２１６３ ０．０２ ０．０４ ０ ０ ０．０２８
１０ 情 緒 ０．０３ ０．０６２ ０．０５７ ０．０６ ０．０６ ０．０５１５８ ０．０６ ０．０６３ ０．０５８２ ０ ０．０４８
１１ 知 名 度 ０．００２ ０．００５ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００３ ０．００５ ０ ０
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１ 宿 泊 料 金 ０ ０．１１８ ０．０９ ０．０５１ ０．０８ ０．１３３７７ ０．１１ ０．０６５
２ 本 館 距 離 ０．０６７ ０ ０．０８ ０．０４９ ０．０６ ０．１２４４２ ０．０９４ ０．０６５
３ 施 設 年 数 ０．０９５ ０．１０６ ０ ０．０３３ ０．０６ ０．１２１６１ ０．１０７ ０．０５３
４ 料 理 内 容 ０．１３５ ０．１３７ ０．１５２ ０ ０．１５ ０．１６２７７ ０．１４８ ０．１１５
５ サ ー ビ ス ０．１０９ ０．１２３ ０．１２８ ０．０３５ ０ ０．１５１５４ ０．１３９ ０．０８３
６ 浴 衣 趣 味 ０．０５１ ０．０６１ ０．０６４ ０．０３２ ０．０３ ０ ０．０６５ ０．０２３
７ 知 名 度 ０．０７５ ０．０９２ ０．０７９ ０．０３７ ０．０５ ０．１２０６７ ０ ０．０５１
８ 露 天 風 呂 ０．１２１ ０．１２１ ０．１３２ ０．０７ ０．１ ０．１６１８３ ０．１３５ ０
表２－１ ９２年 直接行列 道後温泉全体 s＝１００
表２－２ ９８年 直接行列 道後温泉全体 s＝１９８
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た結果である。温泉宿についての関心は９．４９と低い。宿を選好する際に考慮
するのはまずニーズの高い項目である。ついでウオンツは潜在的な要求の強さ
を示す。ニーズとウオンツで共に温泉（１．０４）が第１位であり第２位は食事
（０．６３）である。顕在的には温泉で宿を選択する。食事はウオンツで温泉に近
い大きさであり無視できない選択要因である。客の要求第３位は情緒（０．１４）
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２９ ０．２４９ １．０４１ １．５３９
６ 食 事 ０．８９３ ０．２６３ ０．６３１ １．１５６
１０ 情 緒 ０．７４ ０．１４ ０．６ ０．８８
３ 宿 泊 料 金 ０．６７２ ０．３７８ ０．２９４ １．０５
７ 交 通 の 便 ０．３０５ ０．３５３ －０．０５ ０．６５７
５ サ ー ビ ス ０．２４ ０．３９５ －０．１５ ０．６３５
４ 旅 館 設 備 ０．２７６ ０．４７２ －０．２ ０．７４９
９ 遍路道沿い ０．２６７ ０．５２１ －０．２５ ０．７８９
１１ 知 名 度 ０．０１９ ０．５７４ －０．５５ ０．５９２
２ 建 物 外 観 ０．０４４ ０．６８６ －０．６４ ０．７３
８ ショウあり ０ ０．７１７ －０．７２ ０．７１７
関心度 ９．４９４
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．６３３ ３．２４１ ２．４３７ ０．８０４
８ 露 天 風 呂 ０．９１６ ３．１５９ ２．０３８ １．１２１
５ サ ー ビ ス ０．５６９ ３．１０５ １．８３７ １．２６８
１ 宿 泊 料 金 －０．０２ ３．１６４ １．５７１ １．５９２
３ 施 設 年 数 －０．３６ ３．１４１ １．３９１ １．７５
２ 本 館 距 離 －０．５１ ３．１９２ １．３４ １．８５２
７ 知 名 度 －０．７ ３．１６２ １．２３ １．９３２
６ 浴 衣 趣 味 －１．５２ ３．２１７ ０．８４７ ２．３７１
関心度 ２５．３８
表３－１ ９２年 道後温泉全体 s＝１００ 図３－１ 宿選好要因構造（全体・９２年）
表３－２ ９８年 道後温泉全体 s＝１９８ 図３－２ 宿選好要因構造（全体・９８年）
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である。宿泊料金は余り重要な項目とはいえない。サービス，旅館設備，遍路
道沿い，知名度はさらに軽視されている。１９９８年調査の分析結果（表３－２）
では関心度は１９９２年の値の９．３９よりもはるかに大きい。１９９２年の値の３倍
近い値ではあるが特段大きな値ではない。しかしながら６年の間に道後温泉宿
への関心は３倍上昇しており，知名度もそれ相応に同じ程度上がったとみるべ
きであろう。１９９８年の選好構造はどうであろうか。料理内容（１．６３）と露天
風呂（０．９２）がぬきんでており，宿決め手の２大要因となっている。１９９２年
と比べると料理内容と露天風呂の順位が入れ替わっている。ニーズを見ると宿
のサービス，知名度や浴衣趣味は比重の高い要因ではない。しかしウオンツで
無視できないのは，料理内容（３．２４）はもちろんであるが，浴衣趣味（３．２２），
本館までの距離（３．２０）が大きい。ニーズとしてもウオンツとしても料理内容
が最大要因である。１９９２年には見られなかったが，本館までの距離，浴衣趣
味も密かなかつ大きな宿選択要因になった。また１９９２年と比較するとウオン
ツとしては１９９８年はどの要因も値が倍以上になり温泉客の目が厳しくなった
といえそうである。
２－３．道後温泉客の動向と関心度
１） 地方別来客動向と関心度の変化
１９９２年泊客の半数（４３％）は四国からの来客で，ついで九州の２４％である。
ここでは関東からの来客は出てこない（表４－１）。
１９９８年は関西からの客が３６％で最多であり，２８％の関東客が続き，地元の
四国客は２４％である。１９９２年と比べれば四国客数と遠来客数が逆転している。
大きな変化である。実際の入れ込み客の統計もこれに近い値であろう。
関心度についても同じような事がいえる。１９９２年は四国客が道後温泉に相
対的には大きな関心をよせたが，遠来客の関心は１０にも届いていない。
１９９８年は関西や関東からの客が飛躍的に増加しているようであるが，関東
客２５．７，関西客１９．１と関心も高まった。また中国・九州からの客の関心も比
１６６ 松山大学論集 第１６巻 第４号
１１．５�
１１�
１０．５�
１０�
９．５�
９�
８．５�
８�
中国� 関西� 九州� 四国�
地方�
関
心
度
�
２７�
２５�
２３�
２１�
１９�
１７�
１５�
四国� 関西� 中九� 関東�
地方�
関
心
度
�
１５�
１４�
１３�
１２�
１１�
１０�
９�
８�
�
団体� 家族� 友人� 個人�
客種�
関
心
度
�
２７�
２５�
２３�
２１�
１９�
１７�
１５�
夫婦１�家族� 友人� 団体�夫婦２�
客種�
関
心
度
�
客数 ％ 関心度
中 国 １１ １１ ８．５９
関 西 ２２ ２２ ８．６４
九 州 ２４ ２４ ９．８１
四 国 ４３ ４３ １１．０３
客数 ％ 関心度
四 国 ２４ １３．４１ １８．７
関 西 ６４ ３５．７５ １９．１
中 九 ４１ ２２．９１ ２３．８
関 東 ５０ ２７．９３ ２５．７
客数 ％ 関心度
団 体 ７２ ４７．０６ ８．７７
家 族 ２０ １３．０７ ９．９６
友 人 ３３ ２１．５７ １１．４６
個 人 ２８ １８．３ １２．９６
客数 ％ 関心度
夫婦１ ２２ １２．０９ １７．１４
家 族 ２９ １５．９３ １９．３６
友 人 ７０ ３８．４６ １９．５４
団 体 ２８ １５．３８ ２５．２９
夫婦２ ３３ １８．１３ ２５．９２
表４－１ ９２年 地方別客数と関心度 表４－２ ９８年 地方別客数と関心度
図４－１ ９２年 地方別客関心度 図４－２ ９８年 地方別客関心度
表５－１ ９２年 来客種別客数と関心度 表５－２ ９８年 来客種別客数と関心度
図５－１ ９２年 客種別関心度 図５－２ ９８年 客種別関心度
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較的高い値（２３．８）となった。逆に地元四国客の関心度はもっとも低く１８．７
となった（表４－２）。
２） 客種別来客動向と関心度の変化
１９９２年には４７％と半数が団体客で占められており，個人客や友人同士の客
は２０％前後である。比較的関心の高い層は家族や団体よりも個人や友人であ
る，といっても２０は超えない。
１９９８年には夫婦客や友人客の訪問比重が増大したが，不思議なことに関心
度は大幅には増加しない。来客への魅力が１９９２年と変わっていないのだろう
か。ただ団体客８．７７→２５．３と家族９．９６→１９．３６，若干関心を高めている。夫婦
１は熟年夫婦であり，夫婦２は若年夫婦である。
客数 ％ 関心度
１０代 ０ ０ ０
２０代 ８ ８ １３．０９
３０代 １７ １７ １５．０３
４０代 ３２ ３２ ８．７１６
５０代以上 ４３ ４３ ８．２５６
客数 ％ 関心度
１０代 ３４ １５．０４ ４３．５
２０代 ７６ ３３．６３ ２３．１
３０代 ３８ １６．８１ １４．８
４０代 ３６ １５．９３ ２２．６
５０代以上 ４２ １８．５８ １８．５
表６－１ ９２年 年代別客数と関心度 表６－２ ９８年 年代別客数と関心度
図６ 年代別関心度
（１９９２年は１０代客のデータがないから０を入れて作図した）
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３）年代別来客動向と関心度の変化
１９９２年には高い年代に比例して来客が多い傾向がある。特に５０代以上で半
数近くの４３％を占める。一方２０代は１０％にも満たない。１９９８年になると高
年代客の比重は後退して，２０代の来客３３．６％をはじめとして，１０代と２０代
の来客が飛躍的に増加したようである。この２世代を合わせると来客の半数近
く（４８．６％）になる。
関心度は１９９２年来客の多数を占める５０代でも１０以下の低さであり，最も
高い３０代ですら１５にすぎない。
１９９８年になると関心度はかなり上昇する。５０代で８．２６→１８．５，４０代で８．７２
→２２．５，上がり方の少ない２０代も１３．１→２３．１となった。３０代はやや関心度は
下がっているが，原因は不明である。特筆すべきは１９９２年にはデータがない
し，客数としては最小の１０代の関心度が４３．５と異常に高い。
３．道後温泉宿の選好要因構造
道後温泉の関心の内訳を，性別，地方別，客種別，年代別に分析した結果を
考察する。
３－１．男女別来客の選好要因構造
１） 男性客の選好要因構造
男性客の道後温泉宿に対するニーズは表７－１の優先度の値をみれば， 温
泉（１．０４），情緒（０．６５），食事（０．５９）の順であり，この順にニーズがあ
る。ウオンツは， 温泉（１．６２），宿泊料金（１．２７），情緒（１．２４）である。
このことは図７－１を検討しても分かるが，男性客が宿を決める最大の選好要
因は温泉である。顕在的にも潜在的にも温泉が選択要因である。
食事や宿泊料金は２の次，３の次の重みしか持たない。サービスや遍路道沿
いに宿があるとか，知名度の高低，建物外観の如何は，直接の選択基準として
は弱いのである。宿泊料金と食事のウオンツが高いのは無視できない。なぜな
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ら潜在的には重視している度合いが高いからである。
図７－１を見ても， 温泉，食事，宿泊料金が男性客の宿選択の３大要
因といえる。
１９９８年男性客はニーズで見ると，料理内容（１．６５），サービス（０．７９）
で宿を決める。ウオンツでは，料理内容，浴衣趣味，本館までの距離，
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３２７ ０．２９２ １．０３６ １．６１９
１０ 情 緒 ０．８１１ ０．１６３ ０．６４８ ０．９７４
６ 食 事 ０．９１５ ０．３２３ ０．５９２ １．２３８
３ 宿 泊 料 金 ０．８６４ ０．４０７ ０．４５７ １．２７１
７ 交 通 の 便 ０．３２８ ０．３７９ －０．０５ ０．７０７
５ サ ー ビ ス ０．２８７ ０．４８２ －０．１９ ０．７６８
４ 旅 館 設 備 ０．３５４ ０．５５８ －０．２ ０．９１３
９ 遍路道沿い ０．２５３ ０．５０７ －０．２５ ０．７６
１１ 知 名 度 ０．０２１ ０．５８５ －０．５６ ０．６０６
２ 建 物 外 観 ０．０５７ ０．７３６ －０．６８ ０．７９２
８ ショウあり ０ ０．７８５ －０．７８ ０．７８５
関心度 １０．４３
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．６５１ ３．１０８ ２．３８ ０．７２８
５ サ ー ビ ス ０．７８７ ２．９９３ １．８９ １．１０３
８ 露 天 風 呂 ０．７３３ ３．０１ １．８７１ １．１３８
１ 宿 泊 料 金 ０．２４１ ３．０２２ １．６３２ １．３９
３ 施 設 年 数 －０．５ ３．０５ １．２７７ １．７７３
２ 本 館 距 離 －０．６５ ３．０５５ １．２０２ １．８５３
７ 知 名 度 －１．０８ ３．０３７ ０．９７９ ２．０５８
６ 浴 衣 趣 味 －１．１９ ３．０７１ ０．９４２ ２．１２９
関心度 ２４．３４
図７－１ 宿選好要因構造（男客・９２年）表７－１ ９２年 男客 s＝６９
図７－２ 宿選好要因構造（男客・９８年）表７－２ ９８年 男客 s＝５６
１７０ 松山大学論集 第１６巻 第４号
 知名度の順である。またどの要因のウオンツも３に近い値で極端な差異はな
い。図７－２でみると，ニーズで料理内容が飛びぬけており，ウオンツで
料理内容，浴衣趣味が値としては顕著である。
１９９２年と１９９８年の関心度変化の内実，すなわち宿選好要因構造の変化は図
を比較すれば全体として把握できる。これを列挙すれば，１）温泉（露天風呂）
と食事（料理内容）のニーズが入れ替わった。２）サービスがより重視される
ようになった。３）情緒はニーズとしては後退したが浴衣趣味となってからは
ウオンツで特に重視されている。４）どの要因の潜在的重視の度合いも倍増し
た（ウオンツの値が２倍以上になった）。
２） 女性客の選好要因構造
女性客は１９９２年にニーズで，温泉（１．０５），食事（０．５７），情緒（０．５２）
の順であった。ウオンツでは温泉，食事，宿泊料金の順である（表８－
１）。図８－１で見るとおり，ニーズとウオンツを全体としてみれば，温泉，
食事，宿泊料金が３大要因といえる。ニーズもウオンツも大きい２大要因
は温泉，食事である。ウオンツはどの要因も高々１台と低く，関心が薄い。
１９９８年にはニーズで，料理内容（１．６０），露天風呂（１．０８）が断然２大
要因となる。１９９２年とは温泉と食事の順位が入れ替わった。ウオンツは１９９２
年の値の倍になった。露天風呂も料理内容も潜在的にも重視される度合いが増
加した。浴衣趣味と本館までの距離を無視しない客が増えた。４大要因をあげ
るなら，料理内容，露天風呂，浴衣趣味，本館までの距離である。男
女別分析（表７と表８）でみると，温泉への関心度では男女の差異は余り無く，
関心は低い。
１９９８年の関心の意識構造の特徴をみてみよう。男性では料理内容（１．６５），
露天風呂（０．７３），サービス（０．７９）がニーズにおける３大要因であり，女性
は料理内容と露天風呂が２大要因であり，男性と異なりサービスへの期
待は小さく，料理内容と露天風呂で宿を決める。男女とも宿の知名度（－１．０３
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と－０．３４）は余り気にしておらず，宿泊料金のニーズでは下位に低迷している
（男客０．２４，女客－０．２７）。価格で無い競争，非価格競争の重要性を思い知ら
される。
潜在的な関心度の内訳を構成するウオンツについて考察しよう。ウオンツで
は 料理内容（３．１１）に次いで浴衣趣味（３．０７），本館までの距離（３．０５），
施設年数（３．０６）に男性では比較的大きな関心がある。女性では 料理内容
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２８８ ０．２３５ １．０５３ １．５２３
６ 食 事 ０．８９８ ０．３３ ０．５６８ １．２２８
１０ 情 緒 ０．６５３ ０．１２９ ０．５２４ ０．７８２
３ 宿 泊 料 金 ０．７１２ ０．３８７ ０．３２４ １．０９９
５ サ ー ビ ス ０．２７８ ０．３８２ －０．１ ０．６６
７ 交 通 の 便 ０．２２４ ０．３３６ －０．１１ ０．５６
９ 遍路道沿い ０．２８４ ０．５１１ －０．２３ ０．７９６
４ 旅 館 設 備 ０．１８ ０．５３３ －０．３５ ０．７１３
１１ 知 名 度 ０．０５１ ０．５１９ －０．４７ ０．５７
２ 建 物 外 観 ０．０７４ ０．５６８ －０．４９ ０．６４２
８ ショウあり ０ ０．７１１ －０．７１ ０．７１１
関心度 ９．２８４
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５９６ ３．３０９ ２．４５３ ０．８５６
８ 露 天 風 呂 １．０７９ ３．２４１ ２．１６ １．０８１
５ サ ー ビ ス ０．３６ ３．１５７ １．７５８ １．３９９
３ 施 設 年 数 －０．２３ ３．１８１ １．４７８ １．７０３
１ 宿 泊 料 金 －０．２７ ３．２４６ １．４９ １．７５７
７ 知 名 度 －０．３４ ３．２２４ １．４４１ １．７８３
２ 本 館 距 離 －０．３８ ３．２６６ １．４４５ １．８２１
６ 浴 衣 趣 味 －１．８２ ３．２９４ ０．７３５ ２．５５９
関心度 ２５．９２
表８－１ ９２年 女客 s＝３１ 図８－１ 宿選好要因構造（女客・９２年）
表８－２ ９８年 女客 s＝１４２ 図８－２ 宿選好要因構造（女客・９８年）
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（３．３）， 浴衣趣味（３．２９），②本館までの距離（３．２７），次いで③宿泊料金（３．２６）
に比較的強い関心が寄せられている。
３－２．地方別来客の選好要因構造
１） 四国客の選好構造の変化
１９９２年地元四国からの来客はニーズで，温泉（０．９７），情緒（０．９０）を２
大要因として宿を選択する。しかし潜在的にはウオンツの大きさを見なければ
ならない。温泉（１．６８）， 食事（１．２２），情緒（１．１４），宿泊料金（１．１５）の順
である。３大要因をあげるならば，温泉，情緒， 食事ということになる。
１９９８年四国客の関心は１８．７４と高くはない。ニーズで見ると，料理内容
（１．６７）がぬきんでており他には見るべき項目は少ない。ウオンツでは 浴衣趣
味が料理内容と並んで２．４台である。浴衣趣味は温泉情緒を醸成する手段と
して効果的なのであろう。またウオンツで宿泊料金が上位にあがっている。
２） 九州客の選好構造の変化
１９９２年九州からの客はニーズで，温泉（１．０９）をもっとも重視し，ウオ
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３２４ ０．３５９ ０．９６５ １．６８３
１０ 情 緒 １．０２３ ０．１２１ ０．９０２ １．１４４
６ 食 事 ０．８６９ ０．３５ ０．５１９ １．２１９
３ 宿 泊 料 金 ０．７６８ ０．３７１ ０．３９７ １．１３８
７ 交 通 の 便 ０．３５２ ０．４１１ －０．０６ ０．７６３
５ サ ー ビ ス ０．３７７ ０．４７８ －０．１ ０．８５４
９ 遍路道沿い ０．４２３ ０．５６１ －０．１４ ０．９８４
４ 旅 館 設 備 ０．２８４ ０．６２１ －０．３４ ０．９０５
１１ 知 名 度 ０ ０．６４ －０．６４ ０．６４
２ 建 物 外 観 ０．０９８ ０．８０８ －０．７１ ０．９０６
８ ショウあり ０ ０．７９９ －０．８ ０．７９９
表９－１ ９２年 道後温泉 四国客 s＝４３ 図９－１ 宿選好要因構造（四国客・９２年）
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １７３
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優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．６６６ ２．４０９ ２．０３８ ０．３７２
５ サ ー ビ ス ０．４４６ ２．３１６ １．３８１ ０．９３５
１ 宿 泊 料 金 ０．３０５ ２．３４９ １．３２７ １．０２２
８ 露 天 風 呂 ０．２７５ ２．２９６ １．２８６ １．０１
２ 本 館 距 離 －０．２５ ２．３４ １．０４５ １．２９５
７ 知 名 度 －０．３３ ２．２９９ ０．９８５ １．３１４
３ 施 設 年 数 －０．５３ ２．３１２ ０．８９１ １．４２１
６ 浴 衣 趣 味 －１．５８ ２．４１８ ０．４１８ ２
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．６３９ ３．０３６ ２．３３８ ０．６９８
５ サ ー ビ ス １．０４５ ２．９７６ ２．０１ ０．９６６
８ 露 天 風 呂 ０．５３８ ２．９７３ １．７５６ １．２１８
３ 施 設 年 数 －０．１９ ３．００９ １．４０７ １．６０２
１ 宿 泊 料 金 －０．２１ ２．９３９ １．３６３ １．５７６
２ 本 館 距 離 －０．３４ ２．９２ １．２９２ １．６２８
７ 知 名 度 －０．８６ ２．９４８ １．０４３ １．９０５
６ 浴 衣 趣 味 －１．６２ ３．０６４ ０．７２３ ２．３４
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３２ ０．２２９ １．０９１ １．５４９
３ 宿 泊 料 金 ０．９６４ ０．３１６ ０．６４８ １．２８
１０ 情 緒 ０．８２９ ０．１９１ ０．６３８ １．０２
６ 食 事 ０．９３７ ０．３５ ０．５８６ １．２８７
７ 交 通 の 便 ０．３４１ ０．４１６ －０．０７ ０．７５７
４ 旅 館 設 備 ０．２２７ ０．５５５ －０．３３ ０．７８３
５ サ ー ビ ス ０．１６２ ０．４９４ －０．３３ ０．６５６
９ 遍路道沿い ０．１２３ ０．５０３ －０．３８ ０．６２６
１１ 知 名 度 ０ ０．５１３ －０．５１ ０．５１３
２ 建 物 外 観 ０ ０．６５５ －０．６６ ０．６５５
８ ショウあり ０ ０．６７９ －０．６８ ０．６７９
表９－２ ９８年 道後温泉 四国客 s ＝２４ 図９－２ 宿選好要因構造（四国客・９８年）
表１０－１ ９２年 道後温泉 九州客 s ＝２４ 図１０－１ 宿選好要因構造（九州客・９２年）
表１０－２ ９８年 道後温泉 中九客 s ＝４１ 図１０－２ 宿選好要因構造（中九客・９８年）
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ンツでは 温泉（１．５５），食事（１．２９），宿泊料金（１．２８），情緒（１．０２）
の比重が高い。温泉，宿泊料金，食事が３大要因である。
１９９８年には宿選択の２大要因はニーズでは，料理内容（１．６４）とサー
ビス（１．０５）に変わる。この点は男性の関心構造に似ている。ウオンツでは
浴衣趣味（３．０６），料理内容（３．０４），施設の年数（３．０１）の順位であり，
浴衣趣味が潜在的関心度では最大である。
３） 関西客の選好構造の変化
関西客は１９９２年にはニーズでは主に， 温泉（１．０４），宿泊料金，食事
で宿を選択していたが，１９９８年には選択要因の幅が拡大している。ニーズで
料理内容（１．５９），露天風呂（１．１１），サービス（０．９４），ウオンツでは
ニーズで下位であった浴衣趣味（２．５）が第１位になり，④料理内容（２．４６），
露天風呂（２．４４），知名度（２．４２）と続く。料理内容，浴衣趣味，⑧
露天風呂が３大要因となった（表１１－１，１１－２）。
関西からの客の関心は１９９８年にも比較的低い。ニーズでは料理内容
（１．５９），⑧露天風呂（１．１１），サービス（０．９５）が選択３大要因になってお
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２６７ ０．２２４ １．０４２ １．４９１
３ 宿 泊 料 金 ０．８６８ ０．２７４ ０．５９４ １．１４１
６ 食 事 ０．７７８ ０．２８１ ０．４９７ １．０５９
１０ 情 緒 ０．４５ ０．１６７ ０．２８４ ０．６１７
７ 交 通 の 便 ０．２５５ ０．３１３ －０．０６ ０．５６８
４ 旅 館 設 備 ０．２２３ ０．４２８ －０．２１ ０．６５
５ サ ー ビ ス ０．１２９ ０．４２ －０．２９ ０．５４９
９ 遍路道沿い ０．１９８ ０．４９６ －０．３ ０．６９４
１１ 知 名 度 ０．０７７ ０．４９２ －０．４２ ０．５６９
２ 建 物 外 観 ０．０７９ ０．５７７ －０．５ ０．６５６
８ ショウあり ０ ０．６５ －０．６５ ０．６５
関心度 ８．６４４
表１１－１ ９２年 道後温泉 関西客 s＝２２ 図１１－１ 宿選好要因構造（関西客・９２年）
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １７５
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り，知名度，宿泊料金，浴衣趣味はニーズとしては考慮の外にある。しかしウ
オンツとしては⑥浴衣趣味（２．５）がトップで無視できない存在となり，④料
理内容（２．４５）と⑧露天風呂（２．４４）が続き， 知名度（２．４１）の比重が高い。
４）関東客の選好構造
関東客についての１９９２年のデータはないので，１９９８年についてのみ述べ
る。関西以東の全てを含んでいる地域である。この地域は松山からは最も遠い
距離にあるにも拘らず関心は最も高い。
ニーズでは関東客は露天風呂（１．５６），料理内容（１．５６），ついでサー
ビス（０．７８）を主な選択要因としている。露天風呂（３．２４），料理内容（３．２４）
のほか本館距離（３．２６），宿泊料金（３．２６），知名度（３．２４）など上げら
れたほとんどの要因に対して比較的高い関心を寄せている。結果として関心度
も最も高いのである。
２大要因に絞るなら露天風呂と料理内容である。関西客はまず料理内容を重
視し，ついで露天風呂であるが，関東客はニーズからもウオンツからも露天風
呂と料理内容も重視するようである。
またウオンツから見て関西客より関東客がより多様でかつ厳しい評価をする
ようだ。
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５８６ ２．４５６ ２．０２１ ０．４３５
８ 露 天 風 呂 １．１１１ ２．４３５ １．７７３ ０．６６２
５ サ ー ビ ス ０．９４４ ２．３５１ １．６４８ ０．７０３
１ 宿 泊 料 金 －０．２９ ２．２９３ ０．９９９ １．２９３
３ 施 設 年 数 －０．３７ ２．３２ ０．９７４ １．３４６
７ 知 名 度 －０．５９ ２．４０７ ０．９１１ １．４９６
２ 本 館 距 離 －０．６６ ２．３４２ ０．８４２ １．５０１
６ 浴 衣 趣 味 －１．７３ ２．５０２ ０．３８６ ２．１１６
表１１－２ ９８年 道後温泉 関西客 s ＝６４ 図１１－２ 宿選好要因構造（関西客・９８年）
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関心度はどの地方から来る客よりも最高である。ニーズでは，④料理内容
（１．５６），⑧露天風呂（１．５６），⑤サービス（０．７８）が選択の三大要因である。
関西の客と異なるのは露天風呂に対する期待が大きい。ここも浴衣趣味，宿
泊料金，知名度は下位にある。潜在的には⑧露天風呂（３．３）についで②本館
までの距離，①宿泊料金（共に３．２６），⑥浴衣趣味（３．４２）への関心は大きく，
ウオンツとして宿泊料金，浴衣趣味は重要である。
３－３．来客種別の選好要因構造
１） 訪問回数別選好要因構造
関心度の低い時代１９９２年のみの調査データしかないが，初めて道後温泉を
訪れる客の関心度９．４７であり，２回目の客は９．４７，３回目の客は１０．１と僅
かに上昇している。次に表１３，図１３を参照して訪問回数別の宿選好要因構造
の変化を追ってみよう。
初回客はニーズでは唯一の 温泉（１．０７）で宿を選択する。潜在的には温泉
のほかに，宿泊料金（１．１９）と食事（１．１４）をほぼ同等に重視している。図
１３－１によれば初回客の最大選択要因は温泉である。２回目の客は 温泉の比
重は１．０８→０．９８６とやや減少して，情緒の比重が倍増する（０．３５６→０．８９５）。
潜在的になお 温泉が１．５５の最大で，情緒０．６２→１．２２，食事１．１４→１．２１
優先度 重要度 D R
８ 露 天 風 呂 １．５６２ ３．３０４ ２．４３３ ０．８７１
４ 料 理 内 容 １．５６１ ３．２３８ ２．３９９ ０．８３９
５ サ ー ビ ス ０．７７８ ３．１２３ １．９５ １．１７３
３ 施 設 年 数 －０．１１ ３．０６５ １．４７９ １．５８５
１ 宿 泊 料 金 －０．２７ ３．２６ １．４９６ １．７６４
２ 本 館 距 離 －０．６９ ３．２６４ １．２８８ １．９７６
７ 知 名 度 －０．８７ ３．２３７ １．１８２ ２．０５５
６ 浴 衣 趣 味 －１．９６ ３．２４２ ０．６３９ ２．６０３
関心度 ２５．７３
表１２－２ ９８年 道後温泉 関東客 s＝５０ 図１２－２ 宿選好要因構造（関西客・９８年）
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と増加し， 宿泊料金への期待は１．１９→１．１４と余り変化しない。３回目の客
は情緒が温泉をしのぐ。温泉への期待は余り変わりない。潜在的ウオンツ
の重みは２回客よりなお増しており，交通の便にまで期待が広がる。
訪問回数が増すに従って期待する要因数は増し，期待度も上がるが，関心度
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３１３ ０．２３７ １．０７７ １．５５
６ 食 事 ０．８３１ ０．３１ ０．５２１ １．１４１
３ 宿 泊 料 金 ０．８１４ ０．３８ ０．４３５ １．１９４
１０ 情 緒 ０．４８８ ０．１３２ ０．３５６ ０．６１９
７ 交 通 の 便 ０．２３３ ０．３１２ －０．０８ ０．５４５
５ サ ー ビ ス ０．３３９ ０．４２ －０．０８ ０．７５９
９ 遍路道沿い ０．３０６ ０．４７ －０．１６ ０．７７６
４ 旅 館 設 備 ０．２９４ ０．５３５ －０．２４ ０．８２９
１１ 知 名 度 ０．０２３ ０．５５ －０．５３ ０．５７４
２ 建 物 外 観 ０．０９４ ０．６８８ －０．５９ ０．７８２
８ ショウあり ０ ０．７ －０．７ ０．７
関心度 ９．４６９
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２８３ ０．２９７ ０．９８６ １．５７９
１０ 情 緒 １．０５５ ０．１６ ０．８９５ １．２１６
６ 食 事 ０．８６４ ０．３４２ ０．５２３ １．２０６
３ 宿 泊 料 金 ０．７８６ ０．３５３ ０．４３３ １．１３８
７ 交 通 の 便 ０．３５７ ０．４０２ －０．０４ ０．７５９
５ サ ー ビ ス ０．２３１ ０．４５１ －０．２２ ０．６８２
４ 旅 館 設 備 ０．２３８ ０．５３４ －０．３ ０．７７２
９ 遍路道沿い ０．２４ ０．５３８ －０．３ ０．７７８
１１ 知 名 度 ０ ０．５５１ －０．５５ ０．５５１
２ 建 物 外 観 ０ ０．６９２ －０．６９ ０．６９２
８ ショウあり ０ ０．７３６ －０．７４ ０．７３６
関心度 １０．１１
表１３－１ ９２年 道後温泉 初回客 s ＝５９ 図１３－１ 宿選好要因構造（初回客・９２年）
表１３－２ ９２年 道後温泉 ２回客 s＝３１ 図１３－２ 宿選好要因構造（２回客）
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が意外に上がっていない。調査対象となったサンプル数を見ても，５９→３１→１０
と複数回訪問するリピート客は少なくなるようである。
２） 客種別選好構造の変化
近年の温泉地への客は団体客から個人客へ移行しているとされている。個人
客，団体客，友人客，家族客，夫婦客の分類に従って宿選好要因構造を検討し
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１０ 情 緒 １．３５１ ０．１７４ １．１７７ １．５２５
１ 温 泉 １．２２４ ０．２３２ ０．９９２ １．４５５
６ 食 事 ０．９２９ ０．３３ ０．６ １．２５９
７ 交 通 の 便 ０．６６８ ０．４１２ ０．２５６ １．０７９
３ 宿 泊 料 金 ０．６０４ ０．４９９ ０．１０６ １．１０３
４ 旅 館 設 備 ０．２９９ ０．４４２ －０．１４ ０．７４１
５ サ ー ビ ス ０．０７９ ０．５０７ －０．４３ ０．５８６
１１ 知 名 度 ０ ０．５３５ －０．５３ ０．５３５
９ 遍路道沿い ０．０４８ ０．５８８ －０．５４ ０．６３７
８ ショウあり ０ ０．７３ －０．７３ ０．７３
２ 建 物 外 観 ０ ０．７５３ －０．７５ ０．７５３
関心度 １０．４
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３９１ ０．４３４ ０．９５６ １．８２５
１０ 情 緒 １．０９２ ０．２３６ ０．８５６ １．３２８
３ 宿 泊 料 金 １．２７３ ０．４８８ ０．７８５ １．７６２
６ 食 事 １．０７８ ０．４１ ０．６６８ １．４８９
７ 交 通 の 便 ０．５７３ ０．４７４ ０．０９８ １．０４７
４ 旅 館 設 備 ０．４４５ ０．６５５ －０．２１ １．１
９ 遍路道沿い ０．４ ０．７７８ －０．３８ １．１７８
５ サ ー ビ ス ０．１９１ ０．６ －０．４１ ０．７９１
１１ 知 名 度 ０ ０．７１１ －０．７１ ０．７１１
２ 建 物 外 観 ０．０３８ ０．７８３ －０．７４ ０．８２１
８ ショウあり ０ ０．９１１ －０．９１ ０．９１１
関心度 １２．９６
表１３－３ ９２年 道後温泉 ３回客 s＝１０ 図１３－３ 宿選好要因構造（３回客）
表１４－１ ９２年 道後温泉 個人客 s ＝２８ 図１４－１ 宿選好要因構造（個人客・９２年）
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １７９
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てみたい。
□ 個人客
１９９２年の調査データのみであるが，ニーズも目立つものは少ないが， 温
泉，情緒，宿泊料金が主な要因である。ウオンツはこの３要因のほか，
食事，遍路道沿い，旅館設備，交通の便と多岐にわたっている。潜在的
期待として温泉（１．８３），宿泊料金（１．７６）の高さに注目すべきであろう。
関心度の低い１９９３年としては個人客に重心を置く温泉宿が考慮しなければな
らない動向である。
□ 夫婦客
夫婦客のデータは１９９８年に得ている。熟年夫婦は夫婦１，若年夫婦は２で
示している。熟年夫婦客は関心度１７．１４で余り高くなく，若い夫婦のほうが
２５．９と若干高い。ニーズでは料理内容（１．５９）とサービス（０．９９）が二
大要因である。ただ露天風呂や本館までの距離にも余り関心はない。しか
しウオンツでは料理内容（２．２９）と並んで浴衣趣味（２．２９）に大きな関心
を持つ。
熟年夫婦の場合料理内容と浴衣趣味が２大要因である（図１５－１参照）。
表１５－２は若年夫婦客である。料理内容（１．５９）を除くと熟年夫婦と異な
り，サービスでなく露天風呂（１．０８）に高い期待がある。料理内容と露天
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５８４ ２．２９８ １．９４１ ０．３５７
５ サ ー ビ ス ０．９９９ ２．０９５ １．５４７ ０．５４８
８ 露 天 風 呂 ０．５４４ ２．１０８ １．３２６ ０．７８２
１ 宿 泊 料 金 －０．２ ２．０７３ ０．９３５ １．１３８
３ 施 設 年 数 －０．２３ ２．０９５ ０．９３１ １．１６４
２ 本 館 距 離 －０．４３ ２．０８１ ０．８２６ １．２５５
７ 知 名 度 －０．６２ ２．１ ０．７４ １．３５９
６ 浴 衣 趣 味 －１．６４ ２．２９２ ０．３２５ １．９６７
表１５－１ ９８年 道後温泉 夫婦１ s＝２２ 図１５－１ 宿選好要因構造（夫婦１・９８年）
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風呂が若い夫婦客の宿選択の決め手である。ウオンツ面は多岐に及び，また期
待感も増し， 料理内容（３．３１）の他に，浴衣趣味（３．２９），本館までの
距離（３．２７）が上位に上がる。
□ 団体客
１９９２年には低い関心度にあって団体の関心度は最も大であった。ニーズで
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５９６ ３．３０９ ２．４５３ ０．８５６
８ 露 天 風 呂 １．０７９ ３．２４１ ２．１６ １．０８１
５ サ ー ビ ス ０．３６ ３．１５７ １．７５８ １．３９９
３ 施 設 年 数 －０．２３ ３．１８１ １．４７８ １．７０３
１ 宿 泊 料 金 －０．２７ ３．２４６ １．４９ １．７５７
７ 知 名 度 －０．３４ ３．２２４ １．４４１ １．７８３
２ 本 館 距 離 －０．３８ ３．２６６ １．４４５ １．８２１
６ 浴 衣 趣 味 －１．８２ ３．２９４ ０．７３５ ２．５５９
関心度 ２５．９２
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２８３ ０．１９７ １．０８７ １．４８
６ 食 事 ０．８４９ ０．２８９ ０．５６ １．１３９
１０ 情 緒 ０．６３９ ０．１１２ ０．５２７ ０．７５１
３ 宿 泊 料 金 ０．３８３ ０．３８３ ０ ０．７６５
７ 交 通 の 便 ０．２２３ ０．３２ －０．１ ０．５４３
５ サ ー ビ ス ０．２９４ ０．３９５ －０．１ ０．６８９
９ 遍路道沿い ０．２３ ０．４５ －０．２２ ０．６７９
４ 旅 館 設 備 ０．２４３ ０．４９６ －０．２５ ０．７４
１１ 知 名 度 ０．０２５ ０．５４３ －０．５２ ０．５６８
２ 建 物 外 観 ０．０７３ ０．６７ －０．６ ０．７４３
８ ショウあり ０ ０．６７１ －０．６７ ０．６７１
関心度 ８．７６９
表１５－２ ９８年 道後温泉 夫婦２ s＝３３ 図１５－２ 宿選好要因構造（夫婦２・９８年）
表１６－１ ９２年 道後温泉 団体客 s＝７２ 図１６－１ 宿選好要因構造（団体客・９２年）
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は 温泉（１．０９），ウオンツでは温泉と食事（１．１４）が目立つ。温泉と食事
で宿を選択した。団体客の関心度も２５．３と上昇した。団体客の３大要因は
露天風呂（１．５７），料理内容（１．１８），サービス（１．０８）である。露天風呂
が僅かだが料理内容を上回っている。知名度や②本館までの距離は余り問題
にならない。ウオンツでは露天風呂（３．２３），料理内容（３．２０）の順であ
るが， 宿泊料金（３．２９）がそれらを抜いて最大の関心事になっている。また
浴衣趣味への関心も大である。露天風呂，料理内容，宿泊料金，サービスが４
優先度 重要度 D R
８ 露 天 風 呂 １．５７３ ３．２２８ ２．４０１ ０．８２８
４ 料 理 内 容 １．１７８ ３．１９５ ２．１８６ １．００９
５ サ ー ビ ス １．０１８ ３．１４７ ２．０８２ １．０６４
３ 施 設 年 数 ０．３４８ ３．０５ １．６９９ １．３５１
７ 知 名 度 －０．２５ ３．１２９ １．４３７ １．６９１
２ 本 館 距 離 －０．９２ ３．０７４ １．０７５ １．９９９
１ 宿 泊 料 金 －１．１２ ３．２８７ １．０８２ ２．２０５
６ 浴 衣 趣 味 －１．８２ ３．１８２ ０．６８４ ２．４９９
関心度 ２５．２９
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２９６ ０．２９９ ０．９９７ １．５９４
３ 宿 泊 料 金 １．１２１ ０．３０８ ０．８１３ １．４２８
１０ 情 緒 ０．６７２ ０．１８１ ０．４９１ ０．８５３
６ 食 事 ０．７１５ ０．３２９ ０．３８６ １．０４４
７ 交 通 の 便 ０．２７４ ０．３３７ －０．０６ ０．６１１
４ 旅 客 設 備 ０．３２８ ０．４９１ －０．１６ ０．８２
９ 遍路道沿い ０．２４８ ０．６０１ －０．３５ ０．８４９
５ サ ー ビ ス ０．１４３ ０．５０６ －０．３６ ０．６４９
１１ 知 名 度 ０．０６９ ０．５４ －０．４７ ０．６０８
２ 建 物 外 観 ０．１１９ ０．６４１ －０．５２ ０．７５９
８ ショウあり ０ ０．７５１ －０．７５ ０．７５１
関心度 ９．９６６
表１６－２ ９８年 道後温泉 団体 s＝２８ 図１６－２ 宿選好要因構造（団体・９８年）
表１７－１ ９２年 道後温泉 家族客 s＝２０ 図１７－１ 宿選好要因構造（家族客・９２年）
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大要因である（図１６－２参照）。
□ 家族客
家族客は１９９２年ニーズで 温泉，宿泊料金の度合いが高く，ウオンツで
は 温泉，料金についで食事や情緒に関心が集まる。図１７－１を見る
と， 温泉と宿泊料金が２大要因といえる。１９９８年にはニーズで料理と
露天風呂が２大要因に変わる。
図１７－２では料理内容，サービス，浴衣趣味，露天風呂が４大要
因である。
ウオンツでは浴衣趣味についで料理内容，サービス，宿泊料金と多岐
に渡り，かつ期待も増加している（表１７，図１７参照）。
□ 友人客
ニーズで１９９２年 温泉，情緒が大きい。ウオンツではこれらの要因につ
いで食事，宿泊料金，情緒が続く。１９９８年にはニーズで料理内容，
露天風呂が２大要因となりウオンツはいずれの要因も重みを倍増し，ニーズ
で下位であった浴衣趣味，本館までの距離，施設年数が重視された。２
大要因をあげるならば料理内容と露天風呂である。
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５７５ ２．４８４ ２．０２９ ０．４５５
８ 露 天 風 呂 １．５ ２．３８８ １．９４４ ０．４４４
５ サ ー ビ ス ０．７２ ２．４６１ １．５９ ０．８７
３ 施 設 年 数 －０．２１ ２．３０２ １．０４７ １．２５４
２ 本 館 距 離 －０．４３ ２．３９２ ０．９８１ １．４１１
７ 知 名 度 －０．５７ ２．３８６ ０．９０７ １．４７９
１ 宿 泊 料 金 －１．２１ ２．４４６ ０．６１９ １．８２７
６ 浴 衣 趣 味 －１．３８ ２．４９８ ０．５６ １．９３９
関心度 １９．３６
表１７－２ ９８年 道後温泉 家族客 s＝２９ 図１７－２ 宿選好要因構造（家族客・９８年）
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １８３
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３－４．年代別客の選好構造
□１０代の客
１０代客の特徴は道後温泉に４３．５と最大の関心を寄せている事である。ニー
ズでは， 宿泊料金（１．８５），料理内容（１．３５）が１０代の２大選択要因であ
る。ウオンツでも料理内容（５．４７）は露天風呂（５．６０），サービス（５．６）
についで大きな関心事である。また潜在的には知名度の高さも求めているこ
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５９８ ２．４９２ ２．０４５ ０．４４７
８ 露 天 風 呂 １．１２１ ２．５１６ １．８１８ ０．６９７
５ サ ー ビ ス ０．４７ ２．３８ １．４２５ ０．９５５
１ 宿 泊 料 金 ０．０３９ ２．３９９ １．２１９ １．１８
７ 知 名 度 －０．３９ ２．３９９ １．００６ １．３９３
３ 施 設 年 数 －０．５１ ２．４３５ ０．９６４ １．４７２
２ 本 館 距 離 －０．５３ ２．４４４ ０．９５９ １．４８６
６ 浴 衣 趣 味 －１．８１ ２．４７６ ０．３３５ ２．１４１
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．３５６ ０．３３２ １．０２４ １．６８８
１０ 情 緒 ０．９３３ ０．１４４ ０．７８９ １．０７７
６ 食 事 ０．９８９ ０．３９２ ０．５９７ １．３８２
３ 宿 泊 料 金 ０．８８２ ０．４３８ ０．４４３ １．３２
７ 交 通 の 便 ０．５１８ ０．４２６ ０．０９２ ０．９４４
９ 遍路道沿い ０．３８４ ０．５９６ －０．２１ ０．９８
５ サ ー ビ ス ０．２９４ ０．５７１ －０．２８ ０．８６５
４ 旅 館 設 備 ０．３４７ ０．６８ －０．３３ １．０２７
１１ 知 名 度 ０ ０．６０３ －０．６ ０．６０３
２ 建 物 外 観 ０．０２７ ０．７３３ －０．７１ ０．７５９
８ ショウあり ０ ０．８１３ －０．８１ ０．８１３
関心度 １１．４６
表１８－１ ９２年 道後温泉 友人客 s＝３３ 図１８－１ 宿選好要因構造（友人客・９２年）
表１８－２ ９８年 道後温泉 友人客 s＝７０ 図１８－２ 宿選好要因構造（友人客・９８年）
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とに注目したい。ただ浴衣には関心が薄い。
今後の温泉訪問客の志向として大きな関心が払われるべきであろう。
□２０代の客
１９９２年の２０代客はニーズで 食事（１．０４），温泉の順である。ウオンツ
の値は小さいが多様な関心を持っている。ウオンツは食事，温泉についで，③
宿泊料金（１．４５），⑤サービス（１．３４），⑦交通の便（１．２３）である。３大要因
をあげるならば食事，温泉と宿泊料金である。
優先度 重要度 D R
１ 宿 泊 料 金 １．８４８ ５．２８１ ３．５６５ １．７１６
４ 料 理 内 容 １．３３５ ５．４６７ ３．４０１ ２．０６６
８ 露 天 風 呂 ０．４２８ ５．５９２ ３．０１ ２．５８２
５ サ ー ビ ス ０．１２７ ５．５０７ ２．８１７ ２．６９
２ 本 館 距 離 －０．５１ ５．４２１ ２．４５５ ２．９６６
７ 知 名 度 －０．６９ ５．４４２ ２．３７７ ３．０６５
３ 施 設 年 数 －０．８６ ５．３８ ２．２６２ ３．１１８
６ 浴 衣 趣 味 －１．６８ ５．３９ １．８５３ ３．５３７
行和 D 列和 R 優先度 重要度
６ 食 事 １．４２９ ０．３８７ １．０４２ １．８１６
１ 温 泉 １．１０１ ０．４４４ ０．６５７ １．５４５
１０ 情 緒 ０．７０４ ０．１７１ ０．５３３ ０．８７５
７ 交 通 の 便 ０．８５６ ０．３６９ ０．４８６ １．２２５
５ サ ー ビ ス ０．８７２ ０．４６４ ０．４０８ １．３３６
３ 宿 泊 料 金 ０．９１３ ０．５４１ ０．３７２ １．４５４
４ 旅 館 設 備 ０．５４８ ０．６５４ －０．１１ １．２０２
２ 建 物 外 観 ０．１２１ ０．７９８ －０．６８ ０．９１９
１１ 知 名 度 ０ ０．７７３ －０．７７ ０．７７３
９ 遍 路 道 沿 ０ ０．９０７ －０．９１ ０．９０７
８ ショウあり ０ １．０３７ －１．０４ １．０３７
関心度 １３．０９
表１９ ９８年 道後温泉 １０代 s＝３４ 図１９ 宿選好要因構造（１０代・９８年）
表２０－１ ９２年 道後温泉 ２０代 s＝８ 図２０－１ 宿選好要因構造（２０代・９２年）
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１９９８年のニーズでは 料理内容（１．５８），露天風呂（１．２５）であるが，ウ
オンツは増加し，余り差異がなくなった。換言すれば多様な選択要因に満遍な
く関心が寄せられているのであろう。
したがって２大要因はニーズのみからして 料理内容と露天風呂といえ
る。
２０代客の関心は２３でありさほど大きくない。ニーズでは 料理内容
（１．５８），⑧露天風呂（１．２５），ついで⑤サービス（０．６８）の順である。しかし
ウオンツでは⑥浴衣趣味（２．９６）が最多であり，料理内容や露天風呂の順に続
く。
□３０代の客
１９９２年は宿泊料金（１．０４），情緒（０．８１）がニーズで大きく，ウオンツ
で食事，温泉， 旅館設備と多様な要因に関心を向けるが，その度合いが
小さく，関心度としては小さい。
１９９８年の関心は年代中最も低い。ニーズも 料理内容（１．６６）が最大だが，
ウオンツも浴衣趣味（１．９５）に 料理内容（１．９４）が続く。潜在的にも関心
が薄い。２大要因をあげるなら料理内容と浴衣趣味である。
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５７９ ２．９３５ ２．２５７ ０．６７８
８ 露 天 風 呂 １．２５３ ２．９３５ ２．０９４ ０．８４１
５ サ ー ビ ス ０．６７３ ２．８５４ １．７６４ １．０９
１ 宿 泊 料 金 －０．１８ ２．８２７ １．３２５ １．５０２
３ 施 設 年 数 －０．１８ ２．８３３ １．３２６ １．５０７
７ 知 名 度 －０．４９ ２．８５８ １．１８４ １．６７３
２ 本 館 距 離 －０．５ ２．８８７ １．１９２ １．６９５
６ 浴 衣 趣 味 －２．１６ ２．９５６ ０．４ ２．５５６
表２０－２ ９８年 道後温泉 ２０代 s＝８４ 図２０－２ 宿選好要因構造（２０代・９８年）
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□ ４０代の客
４０代の客は１９９２年ニーズで， 温泉（１．０７），情緒（０．７３），ウオンツで
は 温泉と情緒についで食事（１．０１），宿泊料金（０．９９）が続く。４０代の
２大要因は 温泉と情緒である。
１９９８年のニーズではサービス（１．５９），料理内容（１．１７）と露天風呂
（０．８３）が３大要因である。ウオンツでは浴衣趣味（２．９３），露天風呂（２．８９）
行和 D 列和 R 優先度 重要度
３ 宿 泊 料 金 １．５１６ ０．４７３ １．０４３ １．９９
１０ 情 緒 １．０６１ ０．２５６ ０．８０６ １．３１７
１ 温 泉 １．３０３ ０．５５４ ０．７５ １．８５７
６ 食 事 １．３２４ ０．５８６ ０．７３９ １．９１
４ 旅 館 設 備 ０．９４５ ０．７４８ ０．１９７ １．６９３
７ 交 通 の 便 ０．６３２ ０．５３１ ０．１０１ １．１６４
９ 遍路道沿い ０．３４３ ０．８０５ －０．４６ １．１４８
５ サ ー ビ ス ０．１９５ ０．７４８ －０．５５ ０．９４４
２ 建 物 外 観 ０．１９６ ０．７９２ －０．６ ０．９８８
１１ 知 名 度 ０ ０．８６８ －０．８７ ０．８６８
８ ショウあり ０ １．１５４ －１．１５ １．１５４
関心度 １５．０３
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．６６６ １．９３６ １．８０１ ０．１３５
５ サ ー ビ ス ０．７１２ １．７８３ １．２４７ ０．５３６
１ 宿 泊 料 金 ０．１８７ １．８２４ １．００６ ０．８１９
８ 露 天 風 呂 ０．１０８ １．８２３ ０．９６５ ０．８５８
２ 本 館 距 離 －０．３ １．８１７ ０．７５９ １．０５９
３ 施 設 年 数 －０．４５ １．８３３ ０．６９１ １．１４２
７ 知 名 度 －０．６２ １．８１７ ０．６ １．２１６
６ 浴 衣 趣 味 －１．３１ １．９４７ ０．３２１ １．６２６
関心度 １４．７８
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に次いで 知名度（２．８６）が潜在的に大きな関心事になっているのが興味深い。
料理内容，サービス，露天風呂，浴衣趣味が４大要因である。
□５０代の客
１９９２年ニーズでは温泉（１．０４）で，ウオンツでは温泉（１．４５）につい
で食事（０．９８），宿泊料金（０．９８）に関心が集まる。ニーズでもウオンツ
でも温泉が最大要因である（図２３－１参照）。
優先度 重要度 D R
５ サ ー ビ ス １．５９９ ２．８２８ ２．２１３ ０．６１５
４ 料 理 内 容 １．１７２ ２．８２７ １．９９９ ０．８２７
８ 露 天 風 呂 ０．８３ ２．８９８ １．８６４ １．０３４
７ 知 名 度 －０．２６ ２．８６２ １．３ １．５６２
３ 施 設 年 数 －０．２７ ２．７６４ １．２４８ １．５１６
１ 宿 泊 料 金 －０．４ ２．７０２ １．１５１ １．５５１
２ 本 館 距 離 －１．０４ ２．７８３ ０．８７１ １．９１３
６ 浴 衣 趣 味 －１．６３ ２．９２７ ０．６４９ ２．２７８
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２６２ ０．１８９ １．０７３ １．４５１
１０ 情 緒 ０．８７２ ０．１４１ ０．７３１ １．０１２
６ 食 事 ０．６８９ ０．３２５ ０．３６４ １．０１４
３ 宿 泊 料 金 ０．６２５ ０．３６５ ０．２６１ ０．９９
７ 交 通 の 便 ０．２７７ ０．３１ －０．０３ ０．５８７
９ 遍路道沿い ０．２７１ ０．４０７ －０．１４ ０．６７８
５ サ ー ビ ス ０．２１２ ０．４１６ －０．２ ０．６２８
４ 旅 館 設 備 ０．１１３ ０．５０９ －０．４ ０．６２２
１１ 知 名 度 ０ ０．４２２ －０．４２ ０．４２２
２ 建 物 外 観 ０．０３７ ０．６３４ －０．６ ０．６７
８ ショウあり ０ ０．６４２ －０．６４ ０．６４２
関心度 ８．７１６
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５０代の客の関心は３０代についで低い。顕在的な認識では， 料理内容
（１．５１），サービス（１．４６），露天風呂（１．４１）が３大要因である。ウオン
ツではニーズでも最重要であった 料理内容についで，ニーズでは低位であっ
た宿泊料金（２．３９），知名度（２．３９），浴衣趣味（２．３９）が大きな関心を
持たれるのである。
優先度 重要度 D R
４ 料 理 内 容 １．５０５ ２．４２７ １．９６６ ０．４６１
５ サ ー ビ ス １．４５６ ２．２７３ １．８６５ ０．４０９
８ 露 天 風 呂 １．４０９ ２．３２５ １．８６７ ０．４５８
２ 本 館 距 離 －０．３８ ２．２１５ ０．９１８ １．２９７
３ 施 設 年 数 －０．４８ ２．１２８ ０．８２３ １．３０５
７ 知 名 度 －０．９２ ２．３９３ ０．７３４ １．６５９
１ 宿 泊 料 金 －１．０９ ２．３９６ ０．６５１ １．７４４
６ 浴 衣 趣 味 －１．４９ ２．３７６ ０．４４２ １．９３４
行和 D 列和 R 優先度 重要度
１ 温 泉 １．２４７ ０．２０１ １．０４５ １．４４８
６ 食 事 ０．７４２ ０．２４ ０．５０２ ０．９８２
１０ 情 緒 ０．５５７ ０．１１２ ０．４４５ ０．６６９
３ 宿 泊 料 金 ０．６５５ ０．３２６ ０．３２９ ０．９８１
５ サ ー ビ ス ０．２３２ ０．３４８ －０．１２ ０．５８１
７ 交 通 の 便 ０．１５９ ０．３２３ －０．１６ ０．４８２
９ 遍路道沿い ０．２３８ ０．４２１ －０．１８ ０．６６
４ 旅 館 設 備 ０．２２５ ０．４４ －０．２１ ０．６６５
１１ 知 名 度 ０．０３９ ０．５１ －０．４７ ０．５５
８ ショウあり ０ ０．５８４ －０．５８ ０．５８４
２ 建 物 外 観 ０．０３２ ０．６２２ －０．５９ ０．６５４
関心度 ８．２５６
表２３－１ ９２年 道後温泉 ５０代 s＝４３ 図２３－１ 宿選好要因構造（５０代・９２年）
表２３－２ ９８年 道後温泉 ５０・６０代 s ＝４２ 図２３－２ 宿選好要因構造（５０代・９８年）
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １８９
４．結 語
道後温泉客の選好構造がかなり明らかになった。１９９８年についてそれらを
列挙しよう。
０）全体的にニーズ面で露天風呂と料理内容で宿を選択する傾向が強い。しか
し潜在的には料理内容，浴衣趣味と温泉本館までの距離が選好要因として顕
著である。
またサービス，宿泊料金，施設設備，知名度のウオンツもあがってきてい
るが，関心度としてはまだ高いとはいえない。男女別ではニーズで相違があ
り，男客は料理内容を重視し女性客は料理内容と露天風呂を特に重視する。
ウオンツは男女とも全体の傾向に類似している。
１）来客地域別に宿への関心の度合いが異なることである。
地域別では，関西以東の地方の関心が高く，四国地元客の関心は弱い。こ
れは１９９２年の調査とは逆の傾向である。しかしどの地方でも道後温泉宿へ
の関心は高まった。
２）客種別にも宿への関心の度合いが異なる。
１９９２年には団体客の関心が低く，個人客の関心が高い。しかし１９８９年に
は若年夫婦客の関心が最も高く，熟年夫婦客や家族客の関心はやや低い。１９９８
年団体客の関心が較的高い。客種に関係なく道後温泉宿への関心は高まっ
た。
３）年代別にも関心度の相異が大きい。１０代客の関心が飛びぬけて高い事が
分かった。２０代客と４０代客はこれに続いている。３０代の低調さを除けば関
心が大いに高まった。
４）宿に対する顕在的要求では料理内容と露天風呂へのニーズが最も高い。
これと同じ傾向をもつのは，性別では女性，関西客，関東客，若い夫婦客，
団体客，家族客，友人同士の客，２０代の客である。多くの場合ニーズ No.１
は露天風呂か料理である。
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５）一方宿泊料金，道後本館への距離，知名度は顕在的ニーズを示すニーズは
低い。この全体的傾向と一致するのは，女性客，中国九州客，関東客，夫婦
客，団体客，家族客，２０代客，４０代以上の客である。
６）非価格競争といっても宿泊料金に顕在的ニーズの段階でニーズが高いグル
ープもある。四国客，１０代客。友人同士の客や３０代客への配慮が必要であ
る。
７）顕在的ニーズとして宿のサービスを求めるグループもある。
中国九州客，関西客，関東客，熟年夫婦客，団体客，家族客などは非常に
高く，友人同士の客，２０代客にはサービスニーズへの配慮が必要である。
８）顕在的ニーズとして高位にあった項目を除いて，潜在的ニーズについてみ
ておこう。
まず宿泊料金は全体的傾向としてはウオンツで第４であり，ウオンツの
No.４である。
９）浴衣趣味，本館との距離，知名度はニーズとしては低いが，ウオンツでは
無視できない大きさである。これは男女客に共通しており，客の出身地域に
も，客の種類にも関係ない。特に浴衣趣味はいくつかのグループでウオンツ
No.１である。
１０）グループ別考察は省略したが，２項目間に限定した意思決定は直接行列に
現れる。温泉客全体では浴衣趣味よりも料理内容，浴衣趣味よりも露天風呂
を大きさ０．１６で選択し，サービスよりも料理内容，知名度よりも料理内容，
施設年数よりも料理内容を大きさ０．１５で選択する。浴衣趣味よりもサービ
スを優先する（０．１５）などは全体的に強い傾向がある。
あ と が き
道後温泉の今について客の目を通して内部から，具体的に分析できたように
思われる。サンプルが少ないという限界があるが，傾向の一端は見えてきたよ
うである。また他の温泉地の調査と分析を行えば，各温泉地の特徴・問題点・
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課題が数値で具体的に検討できるであろう。
先進的ビジネスの世界ではニーズだけでなくウオンツをも予測・把握して，
新商品開発，店舗展開して，激しい競争を続けている。これらの業界の分析に
も有効であると考えている。目に見えない要求をこの論文の「ウオンツ」で表
現できるもしれない。
関心度という概念を初めて提示した。温泉地のマーケティング・ビジネス分
析にも有効であると予測している。今盛んに議論されている「消費者関与」と
の関連づけにも考慮してみたい。
参 考 文 献
［１］中田裕久（２０００）「日本温泉地の将来展望」温泉フォーラムシンポジウム。
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注
１）消費者の対象に対する関心の大きさである。ここの対象は宿である。関心の大きさは意
識水準といってもよい。DEMATEL理論では直接・間接行列の行和と列和の合計で消費者
が評価や選択の際の考慮する項目・要因数に比例するから，情報量に比例する。テキスト
［３］ではこの行和と列和の合計値を重要度と呼んで使用している。消費者関与という概
念が提示され，議論されている。ここで示した関心度は，usufulで availableであるから，
具体的かつ実践的な消費者関与の概念の範疇に入るかもしれない［６］［７］。
２）一般に意見構造と呼ばれる［３］。意識構造と呼んでもよく，意思決定構造をなす場合
がある。問題や関心の対象となる項目や要因の階層構造として表現される。項目や要因相
互間の直接的関係の有無や大きさが入っているので多面的評価や検討が可能である。小論
では選好要因の優先度，重要度，関心度の表や要因構造図（ダイグラフ）で示した。ただ
しダイグラフには要因相互間の直接的関係を示す矢印線は省略した。消費者の「意思決定
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構造」「評価構造」とも「関与の構造」と名付けてよいのかもしれない。
論文［４］や［５］ではゴミ排出者のゴミ意識の大きさと意識構造を示した。またゴミ
が廃棄物となるか再資源となるかの社会的分岐条件を排出者個人レベルで検討している。
３）隠されず表に出てきた需要，要望，注文や期待の大きさである。顕在的需要。ニーズ。
４）表に出ずに隠れた何かの切欠で見えてくる需要，要望，注文や期待の大きさ。潜在的需
要。ウオンツ。
５）ニーズの大きさ。DEMATEL理論からは次のように説明できる。
特定の項目や要因が相対的に他の項目や要因より優先される，あるいは優越する大き
さ。国際貿易で言えば，ある国の貿易上の収支であり，すなわち輸出高と輸入高の差額で
あり，これが＋ならその国は黒字国，もし－なら赤字国である。
消費者の購買行動では店舗や商品購入の第１次選択因子で，“選択段階の”評価要因。
６）ウオンツの大きさ。DEMATEL理論からは次のように説明できる。
特定の項目や要因より相対的に他の項目や要因を優先する，あるいは優越する大きさ。
国際貿易ならある国の別の国々との貿易の輸出高と輸入高の総合計。
消費者の購買行動では店舗や商品購入の第２次選択因子で，“購買段階の”評価要因。
７）アンケート調査は学生の卒業研究の一環として１１月から１２月の間，個別面接法で行っ
た。調査者は１９９２年は松本みよ君，１９９８年は岡田君である。また各旅館やホテルのフロ
ントでの調査にあたっては道後温泉組合事務局のご協力を頂いた。紙上からではあるが感
謝します。また営業上の差し障りにもかかわらず調査を認めてくださったホテルや旅館に
も感謝します。
近年の道後温泉宿の選好要因分析 １９３
